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TOPICS 障がい者福祉について

　本市の障害福祉サービス事業所の数は、複数のサービス種別を
併設する事業所をカウントすると、1,321箇所と過去5年間で約4
割増。特に、グループホームの実利用人数は、平成29年度の593人
から令和3年度には1020人と70％以上増加（箇所数は令和3年
度に168箇所と過去5年間で2.1倍に増加）していると聞いており
ます。障害者総合支援法に基づく各計画においても、地域の受け皿
であるグループホームの整備の促進は重点課題とされています。近
年、障がい者を介助する肉親の高齢化に伴い、親亡き後の支援とし
てグループホームの重要性は増す一方です。精神障害者の受け入れ
についても、地域移行の動きからさらに需要が高まっています。
　また、グループホーム等支援事業の支援ワーカーについて、本市
には設置されていないとのことですが、現状、千葉市グループホーム
連絡協議会という民間の団体へ支援ワーカーへの依頼内容がくる
ことがあるそうです。加えて、事業所の開設にはサービス管理責任者
の確保が必要ですが、千葉県の行う研修の受講枠が少なく、受けら
れないというお話も聞いております。

　　　本市の精神障害者数の推移、精
神障害者を対象とするグループホーム
の箇所数の推移と今後の見込み。

　　　本市の精神障害者保健福祉手
帳 所 持 者 数 は 、平 成 3 0 年 度 末 で
8,440人、令和3年度末で10,517人
と、3年間で25％程度増加。また、精神
障害者を対象とするグループホーム
は、平成30年度末時点で33箇所、令
和3年度末時点で85箇所と、約2.5倍
に増加している。ニーズの高まりから今
後も事業所数の増加が見込まれる。

　　　支援ワーカーを本市に配置して
いないのはなぜか。

　　　グループホームの職員からの相
談やグループホームの新規開設に関す
る相談は、本市では該当する所管課や
各区の障害者基幹相談支援センター
が担っている。支援ワーカーの配置に
ついては、他の圏域での実施状況等を
踏まえ慎重に判断する方針。

　　　千葉県で実施しているサービス
管理責任者の研修について、本市独自
に実施できないか。

　　　国が定めるサービス管理責任
者研修実施要項において、「実施主体
は都道府県又は都道府県知事の指定
した研修事業者とする」と定められてい
るため、本市独自での実施は困難な状
況。ただし、今後、千葉県、船橋市、柏市
及び本市の障害福祉部局による四県
市連絡協議会等の機会をとらえて、受
講者数を増やすよう千葉県に対し要望
していく方針。 

　障がいのある方々の「親なき後を見据えた支援」は、本市における今後
の大きな重点課題の一つです。成年後見制度の利用促進、グループホーム
や障がい者基幹相談支援センターの整備、グループホーム支援ワーカー
の設置が重要であると考えます。障害者の重度化・高齢化や「親なき後」
を見据え、居住支援のための機能（例えば相談、体験の機会や場）を設け、
緊急時の受け入れや対応、専門的人材の確保や養成・地域の体制づくり
などについても考えていかなければなりません。地域の実情に応じた創意
工夫によりこれらを整備し、障がい者の生活を地域全体で支える円滑な
サービス提供体制を構築していくべきです。本市におけるサービス管理責
任者の研修会の実施、相談支援機能、緊急時対応の強化、地域支援機能、

地域の体制づくりの強化のための各地域への支援ワー
カーの配置を強く要望いたします。

障がいのある人が日常生活を送るうえで必要な支援や介護を
受けながら共同生活を営むことができる住居のことです。
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